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ポイント 

① ⽶国アラスカ州では、天然資源開発を通した社会経済発展と、⾃然環境と⽣態系の保護をい
かに両⽴させるかが重要な課題であるだけでなく、アラスカ先住⺠の世界観や主張を資源開
発事業や⾃然保護政策にいかに統合すべきかが⻑年議論されています。 

② 本研究では南⻄アラスカ・クスコクウィム川流域で進⾏する Donlin Gold Project(※1)を取り
上げ、この⾦鉱開発事業のダイナミクスを分析しました。その結果、同流域に暮らす先住⺠
が歴史的、政治的に獲得してきたアイデンティティの多⾯性ゆえの「⽴ち位置の⼆重性
(※2)」を指摘できることが明らかになりました。 

③ この研究は、天然資源開発と地域住⺠の関係性の分析や、先住⺠の主権と責任をめぐる議論
に貢献するものです。また、先住⺠の世界観に寄り添う、先住⺠にとってのウェルビーイン
グを尊重した法制度やガバナンス体制を再考する必要性を問うています。 

概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北⽶最⼤級アラスカ⾦鉱開発のダイナミクス分析 
〜サケをめぐる持続可能な開発、先住⺠の経済・環境主権への希求〜 

 九州⼤学留学⽣センターの⽣⽥博⼦准教授と⼤分⼤学経済学部の久保⽥亮准教授は、アラスカ州南
⻄部の⼤規模⾦鉱開発事業を取り上げ、「開発の推進」vs「⾃然の保全」、「先住⺠」vs「⾮先住⺠」、
「地域住⺠」vs「政府・企業」といった⼆項対⽴に単純化できない、開発と先住⺠をめぐる複雑な関
係性を明らかにしました。 
 ⽶国アラスカ州は、天然資源の宝庫として知られています。近年の⽇⽶関税交渉や⽇⽶⾸脳会談で
もアラスカ産の⽯油や液化天然ガスについての⾔及がありました。⼀⽅アラスカ州は、野⽣状態の⾃
然環境が積極的に保護・活⽤されている地域でもあります。特に、住⺠の⼤部分がアラスカ先住⺠で
構成されるアラスカ辺境域では、⽣業狩猟・漁労で得られた野⽣動物・⿂類はきわめて重要な⾷料源
となっています。 
 本研究では、南⻄アラスカ・クスコクウィム川流域で進⾏する Donlin Gold Project を取り上げ、
当該流域のコミュニティ形成過程、流域住⺠が実践する⽣業狩猟・漁労パターン、そして⾦鉱開発に
関係する諸先住⺠組織の動向を検討し、この⾦鉱開発事業のダイナミクスを分析しました。その結果、
⽣業狩猟・漁労パターンなどが⾦鉱開発に対する姿勢に違いを⽣み出すものの、他⽅で流域住⺠のア
イデンティティの多⾯性ゆえの「⽴ち位置の⼆重性―賛成であり、反対であるー」を指摘できること
がわかりました。この点は、住⺠の優柔不断さや場当たり性を⽰すものでは決してなく、開発、⽂化
的⽣存、環境保全とのバランスを図ろうとする⼈びとの意思を反映するものとして捉えることができ
ます。 
 この研究は、天然資源開発と地域住⺠の関係性の分析や、先住⺠の主権と責任をめぐる議論に貢献
するものです。また先住⺠の世界観に寄り添う、先住⺠にとってのウェルビーイングを尊重した法制
度やガバナンス体制を再考する必要性を問うています。 
 本研究は「Journal of Anthropological Research」に 2026 年５⽉ 25 ⽇（⽉）（現地時間）に掲載さ
れました。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【研究の背景と経緯】 
 ⽣⽥は九州⼤学に着任する前、⽶国アラスカ州に約 20 年在住し、前職はアラスカ州政府⿂類野⽣動
物管理局の研究者でした。本論⽂で考察する⾦鉱開発事業に関しては、その影響が及ぶ南⻄アラスカ
全体の⽣業狩猟・漁労に関する数年間にわたる⼤規模な調査団の研究代表を務めています。 

アラスカ先住⺠は、1970 年初頭に制定された連邦法を通して、アラスカ州⾯積の約 11%の⼟地所
有権を正式に認められました。しかしその⼟地は、連邦政府に主権を承認された部族ではなく、先住
⺠を株主として新設された先住⺠会社が所有することとなりました。この新しい政治経済体制は、ア
ラスカ州における天然資源開発事業に、先住⺠が先住⺠会社を通して参画できる状況を⽣み出したと
同時に、⽣業狩猟・漁労やそれを⽀える⽣態系の保護をめぐる議論を⼀層複雑なものとしました。 

アラスカ州辺境域に暮らす先住⺠にとって、⽣業狩猟・漁労は最も重要な経済活動であり、かつそ
の実践は先住⺠としてのアイデンティティの中核をなしています。本研究で取り上げる南⻄アラスカ
を例に挙げると、2017 年の⽣業狩猟・漁労の収獲総量は 4,714 トンであり、1 ⼈当たりの収穫量は約
172kg でした。⽣業狩猟・漁労で収穫されたものの売買は、法律により禁じられているため、収穫量
のほぼ全てが消費量と考えることができます。2024 年度の⽇本における 1 ⼈当たりの⿂介類・⾷⾁の
消費総量がおよそ年間 55.6kg であることと⽐べると、南⻄アラスカにおける⽣業狩猟・漁労の経済的
重要性は明⽩です。 

そして、このような経済的特徴を⽰すクスコクウィム川流域で現在進⾏中の⾦鉱開発プロジェクト
が「Donlin Gold Project」です。この地域では、総漁獲量におけるサケの割合が、下流地域で 42％、
中央地域で 65％、上流地域で 25％を占めています。⼀⽅このプロジェクトでは、27 年間で約 3,900
万オンス（約 1,213 トン）の⾦を採掘することが計画されており、2025 年 12 ⽉の⾦相場で計算した
場合、先住⺠が伝統的に⽣業狩猟・漁労に利⽤してきた⼟地から約 1,775 億ドル相当の⾦が採掘され
る予定です。 
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 【研究の内容と成果】 
 本研究は、南⻄アラスカ・クスコクウィム川流域で進⾏するこの Donlin Gold Project を取り上げ、当
該流域のコミュニティ形成過程、流域住⺠が実践する⽣業狩猟・漁労パターン、そして⾦鉱開発に関係
する諸先住⺠組織の動向を検討し、この⾦鉱開発事業のダイナミクスを分析しました。 
 その結果、⾦鉱開発の主体は外部企業であるが、開発予定地は先住⺠会社の所有地であり、先住⺠は
先住⺠会社の株主や労働者として、⾦鉱開発事業に参加していること、開発予定地周辺は、歴史的に異
なる⽂化伝統の担い⼿たる先住⺠集団の境界領域であったこと、上流、中流、下流に暮らす住⺠たちの
⽣業狩猟・漁労パターンには違いがあり、その違いは天然資源開発に対する姿勢に影響を及ぼしている
ことなどがわかりました。さらに、上述した⽣業狩猟・漁労パターンなどが⾦鉱開発に対する姿勢に違
いを⽣み出している⼀⽅で、流域住⺠のアイデンティティの多⾯性ゆえの「⽴ち位置の⼆重性―賛成で
あり、反対であるー」を指摘できることがわかりました。この点は、住⺠の優柔不断さや場当たり性を
⽰すものでは決してなく、開発、⽂化的⽣業、環境保全とのバランスを図ろうとする⼈びとの意思を反
映するものとして捉えることができます。 
 本研究は、天然資源開発と地域住⺠の関係性の分析や、先住⺠の主権と責任をめぐる議論に貢献する
ものです。また先住⺠の世界観に寄り添う、先住⺠にとってのウェルビーイングを尊重した法制度やガ
バナンス体制を再考する必要性を問うています。 
 
【今後の展開】 
 現在 Donlin Gold Project において⼤きく取り上げられているのは、建設が予定されている尾鉱ダム
（tailings dam）(※3)の安全性をめぐる議論です。Donlin Gold Project の事例でも、尾鉱ダムの不具
合に起因する環境汚染の影響が過⼩評価されているとする司法判断を受けて、現在それに関連する再
調査が⾏われています。そのため、尾鉱ダムが⾃然環境や⽣業狩猟・漁労に与えるさまざまな影響
を、⽂献調査、実態調査の双⽅から明らかにしていく必要性があると考えています。 
  
【⽤語解説】 
(※1) Donlin Gold Project 
 アラスカ州南⻄部で進⾏中の、北⽶最⼤級の⾦鉱開発事業の名称。 
(※2) ⽴ち位置の⼆重性 
 ⾦鉱開発に対して、地元先住⺠が賛成と反対の双⽅の姿勢を⽰す状況を指します。1 ⼈の⼈でも、⾃
⾝の中に複数の⽴場を持つことがあります。たとえば、⽣業漁労者として家族を⽀える⽴場、政府と
協働して資源管理ルールを策定する⽴場、部族の⼀員として主権を守る⽴場、先住⺠会社の株主とし
て利益を受け取る⽴場、労働者として⾦鉱開発に従事する⽴場などです。⽴場によって賛否が変わる
ことがあるため、⾦鉱開発を単⼀の⽴場からの結論だけで評価することは現実的ではありません。 
(※3) 尾鉱ダム（tailings dam） 
 採掘対象の鉱物を選鉱・精錬する過程で⽣じる岩⽯・⽔・化学物質を含む混合廃棄物（尾鉱、鉱
滓）を貯蔵・管理する施設。多くの場合、廃棄物は無害化処理を施されて貯蔵されるが、環境や⽣物
に悪影響を及ぼす物質を含む場合もあり、適切な管理と監視が不可⽋です。 
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